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会  議  録 

会議の名称 令和３年度第１回清須市地域公共交通会議 

開催日時 令和３年６月９日（水） 

午前１０時から正午まで 

開催場所 清須市役所南館３階 大会議室 

議題 １ 開会 

２ 議事 

〔報告事項〕 

⑴  令和３年度清須市地域公共交通会議スケ

ジュールについて 

⑵ 令和２年度コミュニティバスの運行・利用状況

について 

〔協議事項〕 

⑴ 清須市地域公共交通計画に係る取組状況の評

価（案）について 

⑵ コミュニティバスのルート・ダイヤ改正に向け

た検討事項（案）について 

⑶ 令和４年度清須市生活交通確保維持改善計画

（案）について 

⑷ コミュニティバスのバス停位置の変更及び名

称変更（案）について 

３ その他 

４ 閉会 

会議資料 会議次第、委員名簿、配席表 

〔会議資料〕 

資料１ 令和３年度清須市地域公共交通会議スケ

ジュール 

資料２ 令和２年度コミュニティバスの運行・利用状

況概要 

資料３－１ 清須市地域公共交通計画の概要 

資料３－２ 清須市地域公共交通計画に係る取組状況

の評価（案） 

資料４－１ コミュニティバスのルート・ダイヤ改正

に向けた検討事項（案） 

資料４－２ コミュニティバスのルート・ダイヤ改正

に向けた検討事項（案）に係る意見シート 

資料５－１ 清須市生活交通確保維持改善計画の概要 

資料５－２ 令和４年度清須市生活交通確保維持改善

計画（案） 

資料６ コミュニティバスのバス停位置の変更及び名

称変更（案） 

公開・非公開の別 

(非公開の場合はその理由) 

公開 

傍聴人の数 新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、傍聴を
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中止としました。 

出席委員 前田委員、山田委員、林委員、佐藤委員、柴田委員、

加藤（榮）委員、鬼頭委員、加藤（博）委員、山内委

員（代理）、澤木委員、小川委員、多田委員、小林委員

（代理）、大島委員、毛利委員、河口委員、長谷川委員 

欠席委員 増岡委員 

出席者（市） なし 

事務局 （企画政策課） 

後藤企画部次長兼企画政策課長、炭竈企画政策係長、

西田主任、次森主任、市江主事 

会議録署名委員 山田委員、林委員 

１  開会  

 

（炭竈企画政策係長）  

ただ今から、令和３年度第１回清須市地域公共交通会議を開会します。 

私は、本日進行を務めさせていただきます、企画政策課の炭竈と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。  

それでは、開会にあたりまして、前田会長からごあいさつをいただき

たいと存じます。  

前田会長、よろしくお願いします。  

 

（前田会長）  

 皆様、おはようございます。  

本日は、令和３年度第１回清須市地域公共交通会議へご出席いただき

まして、ありがとうございます。  

また、日頃、皆様には本会議の運営等に多大なご理解とご協力をいた

だいております。あらためて、お礼を申し上げます。  

さて、本日の会議では、「コミュニティバスのルート・ダイヤ改正に向

けた検討事項（案）」が主な議題となり、来年度に行うルート・ダイヤ改

正に向けての検討が本格的に始まります。  

今回は、協議事項として、現行ルート・ダイヤについての課題と対応

策等について整理し、皆様のご意見をもとに改正案の方向性が決まるこ

ととなります。  

多くのご意見を賜りますようご協力お願いいたします。  

簡単ではございますが、これで私のあいさつに代えさせていただきま

す。よろしくお願いします。  

 

（炭竈企画政策係長）  

ありがとうございました。それでは、本日の会議の出席状況について

ご報告します。  

はじめに、人事異動等により本会議から新たにご参画いただきます委

員様をご紹介します。第３号委員で国土交通省中部運輸局愛知運輸支局  

首席運輸企画専門官の山内三奈委員です。なお、山内委員は他の公務の

ため、鈴木様に代理で出席いただいております。  
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続いて、本日の欠席委員のご連絡です。本日の欠席委員は、第４号委

員で愛知県尾張建設事務所維持管理課長の増岡委員です。  

また、他の公務のため、第５号委員で愛知県バス協会専務理事の小林

委員におかれましては、栗木様に代理でご出席いただいております。  

皆様、どうぞよろしくお願いします。  

それでは、これより議事に入りますが、ここで、事務局からお願いが

ございます。  

当会議の議事録を作成するため、会議でのご発言にあたっては、次の

二点についてご協力をお願いいたします。  

まず一点目ですが、ご発言にあたっては、必ず挙手の上、会長の指名

を受けてください。  

二点目ですが、会長の指名を受けた委員様には、係の者がマイクをお

持ちいたしますので、その都度、ご自身のお名前を仰っていただいてか

らご発言くださいますよう、お願いいたします。  

なお、委員の皆様には、マスクの持参・着用にご協力をお願いしたと

ころですが、事務局におきましても、マスクを着用させていただきます。 

それでは、ここからの進行は前田会長にお願いいたします。  

 

２  ２  議事〔報告事項〕（１）令和３年度清須市地域公共交通会議スケジュー

ルについて（２）令和２年度コミュニティバスの運行・利用状況につ

いて  

 

（前田会長）  

それでは、ここからは私の方で会議の取り回しをさせていただきます

ので、よろしくお願いいたします。  

まずはじめに、会議録の署名委員を指名したいと思います。  

本日の会議の会議録署名委員は、座席の順に山田委員と林委員にお願

いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

それでは、本日の議事に入ります。  

本日の議事につきましては、お手元の次第のとおり、報告事項が２件、

協議事項が４件です。  

まずは次第の順に「報告事項」についての議事を進めます。  

次第にある報告事項（１）と（２）を一括して扱うこととしますので、

該当資料について事務局から説明してください。  

 

（市江主事）  

【資料１・２を説明】  

 

（前田会長）  

ありがとうございました。  

それでは、この報告について、ご意見、ご質問等がございましたら、

挙手をお願いいたします。  

 

（山内委員（代理））  

 愛知運輸支局の鈴木です。本日は、山内の代理で出席しております。  
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資料２について、昨年度との比較という話がありましたけど、去年の

３月の時点でもう影響は出ていて、今ご説明があった通り、もともと減っ

ているので今年度は上回ったという結果かなと思います。  

 支局の方で県内の状況を調べていまして、民間のバス路線になります

が、平成 31 年の３月と令和３年の３月を比較したときに、収入ベースで

平均して３割減です。タクシーにつきましては、概ね半減です。名古屋

交通圏に関しましては、８割から９割減です。バスの場合は、人数に換

算しても３割減というのは大した数字ではなくて、田舎に行くと、もと

もと乗っていないというのがあって、ある程度利用が固定しているとこ

ろもあるものですから、２割くらいに収まっているところもあります。

全体として、概ね３割くらい減っているという状況です。  

実は、コミュニティバスは地域によって差があって、運賃の設定が安

いものですから、収入ベースで見てもなかなか見切れないというところ

があります。お願いベースになってしまうのですが、もともと乗ってい

た方が外出を自粛していて、外出が許されるようになって戻ってきたの

か、そもそも新規のお客さんが来ているのかが判別しにくいという問題

があります。２割なり３割なり減ったところというのは、ひょっとする

と、バスに乗っていた人たちが既に車に切り替えてしまって、それが定

着してしまうとおそらく戻ってこないんじゃないかという懸念がありま

す。  

ただ、外出は自粛されても、買い物だとか通院だとか、何かしらはあっ

たはずですので、おそらくゼロにはなっていないと思うんです。そのあ

たりの代替手段というか、その間どうしていたんだろうというのが何か

掴めるといいな、今後のヒントになるといいなと思うんですが、なかな

かそれも調査しにくいです。うちもどういった手法でどう考えたらいい

かというのを検討していきたいと思いますので、もし清須市さんの方で

何かデータなどあれば、提供なり、何か考えていただけると助かります。 

 

（前田会長）  

ありがとうございます。事務局は、こういったご意見が出ましたので、

今後検討していくということでよろしくお願いします。  

その他、委員さんから何かご意見があればご発言をお願いします。  

 

（加藤副会長）  

 この資料を見ると、以前から思っていましたが、やっぱり清須のバス

というのは基本的に生活密着的で、コロナだろうがなかなかバスをやめ

られない、あるいは、一時的にやめたとしても戻ってきやすいものかな

という印象が持てます。  

 詳しく見たときに、従来からバスを利用していた方が怖くて出られな

いとか、違う移動手段にしたとかいうことになって、代わりに違う人が

入ってきたという可能性も無くはないと思います。ただ、その可能性は

あまり高くないのかなとも思います。やっぱりこんな時期に新しく公共

交通で出掛けるなんて人は、やめる人よりもずっと少ないと思います。

通常、戻ってくるというのは、前乗っていた人が出掛けなくなったり乗

せてもらったりしていたのが、また自分で動くようになったという場合
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が多いです。でもやっぱり、その中の一部はもう出掛けなくなってしま

うとか、違う移動の仕方に移ってそれに慣れてしまうので、少し減少し

ます。ただ、清須はその減少が小さいことが、今まで積み重ねてきた結

果として出ていますね。そういった意味では、良かった点もあると思い

ます。  

あとは、平成 30 年 10 月の改正からずっと利用者数が増加してきまし

たが、人は便利なものがあってもすぐにはそちらに移らなくて、３年く

らいかけてじわじわとそれに合わせるように暮らしぶりを変えていきま

す。そうすると、今は利用がじわじわ増えるという最終段階である３年

目くらいになります。そこから先になると、逆に、利用者に高齢の方が

多い場合は、病気になってしまったり施設に入ったりして減ってしまう

ということも出てきます。その流れはまだこの段階では来ていなくて、

上がっていく段階にいます。  

そしてこれが、戻ってくる人については、今まで何をしていましたか、

巣ごもりしてましたか、それとも他の人に頼んでいましたか、あるいは

宅配とかを頼んでいましたかというのを聞いたらいいのですが、一番難

しいのは、もうやめてしまった人です。そういった人はもうどこにいる

か分からないので、アンケートがとりづらいというのが昔から問題です。

やめてしまった人が何でやめてしまったのかを聞くことが一番大事なん

ですが、やめてしまう人はこそっとやめてしまって、どこに行ったか分

かりません。市民アンケートをとっても、全市民を対象にするならいい

ですけど、全体の５％とか１割を対象に実施することがほとんどですか

ら、そういう人には届かなくてなかなか分からないというのが常に問題

です。それでも、戻ってきた人にヒントがあったりもするので、そこは

きちんと見た方がいいです。  

それから、先日、交通に関する学会がありまして、コミュニティバス

についての発表も何本かありました。私も質問したのですが、バスやタ

クシーで感染防止対策をとることが、どれくらい外出控えを抑制できる

かというのを分析したものがありました。傾向として、私は感染防止対

策はあまり関係なく外出するよという人は、外出先で感染するというこ

とをあまり考えていません。逆に、そうでない人は、車内で感染防止対

策をとっているだけでは安心できず、行き先でもやっていないと全体と

して怖いので外に出られないという傾向でした。  

つまり、部分的に対策がとられていても駄目で、社会全体としてしっ

かりと感染防止対策がとられていないと、感染が怖い人にとってはもう

全部が怖くて、その一箇所だけやっていても意味が無いということです。

逆に、あまりそう思わない人は、対策自体は有り難いけど、私にとって

は別に関係ないよという感覚があります。そうすると、バスやタクシー

で感染防止対策を施すのは無駄なのかというと、無駄ではありません。

ただ、やっているほどの効果はないことが分かったということです。  

また、そもそも感染防止対策の状況自体を知らない人も多いです。バ

スやタクシーに乗っている人は、車内にポスターが貼ってあったり、ア

ルコール消毒液が置いてあったりと感染防止対策をとっていることが分

かりますが、最初から乗っていない人は全然知りません。単純に、バス

やタクシーに一緒に乗ると危ないよねだとか、周りの人にもそういう話
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をしてしまって、乗ると危ないというのが意識づけされてしまうという

ことがあります。ですので、市の広報だとか皆さんがよく目につくとこ

ろで、バスやタクシーに乗っても危なくないよと伝えることは大切です。 

運輸支局さんは、公共交通機関でのクラスター感染とかそういう話は

把握していますよね。上がってこないんですか。ただ、上がってこない

というのは運輸支局がちゃんと把握できていないということかと言った

ら、そういうわけではないですね。そんなことを言ったら、東京の電車

なんかはどうなるのかという話になります。もしも電車やバスでの感染

が問題になっていたら、東京の電車はとても走っていられません。そう

いう意味では、なおかつ感染防止対策をとっていれば、電車やバスの中

で移るということはほとんど考えられない状態なので、そこは問題ない

んじゃないかと私自身考えています。  

学会では、その行き先で会食とかをしていると感染リスクがあるので、

そこを分けて考えて、行き先で感染に気を付けるとか、リスクの少ない

行動をとっていただくよう合わせて言っていくことが必要なんじゃない

かということを皆さん言っていました。  

清須の場合、また改めてそういうことをきちんと呼びかけていくこと

が大事なのかなと思っています。戻りが良いバスなので、利用者が戻り

始めれば、以前ほどではなくともある程度のところまで戻るのではない

でしょうか。ただ、そういうタイミングでルート・ダイヤの見直しをや

るというのはややリスキーでもありますので、この見直しは少し慎重に

考えていく必要があります。戻ってこようとしたら以前使っていたバス

が無かったとなるとまずいです。なので、少し前のデータも見ながら、

この１年は乗っていないけどその１年前は乗っていたというのがあった

としたらあまり無下に切るのはまずいと思います。そのあたりはよく見

て検討したらいいのかなと思いました。  

 

（小川委員）  

 西枇杷島警察署交通課長の小川でございます。よろしくお願いします。 

 前回の会議で、免許証の自主返納のお話が出ました。その関係で、本

日、警察署の方から、自主返納を検討しませんかという一枚物を入れさ

せていただきました。警察としても、公共交通と免許証の自主返納とい

うのはまさに両輪と考えております。この一枚物は簡単な内容となって

いますが、実は警察では、保護活動や事故の当事者からの聞き取り、現

場での認知機能の簡易検査など、様々な活動を通して、免許証の自主返

納を自主的にやっていただこうという動きを加速化させています。一枚

物だけでは分かりづらいかもしれませんが、県警のホームページでも自

主返納について詳しく記載しておりますし、ホームページは見ないとい

う方は、警察署の交通課に電話をいただければ、電話での自主返納のご

案内をさせていただきます。  

 ただ、一つお願いがあります。現在、免許証の更新を昼から受け付け

ておりますので、午後は警察署が大変混雑しています。特にＧＷですと

かお盆は繁忙期です。受付順に対応しておりますので、昼から自主返納

にお見えになった場合、昼からの免許更新の方々の中で自主返納の方も

順番待ちということになりますので、下手すると一時間待ち、一時間半
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待ちとなる可能性もございます。ですので、できれば午前中に来ていた

だければ有り難いです。  

また、色々な会議で自主返納のことについてアピールさせていただい

ているのですが、この会議を踏まえて、皆さんに本日の資料を持ち帰っ

ていただいて、西枇署の交通課長がこんな話をしていたよということで

周りの方に広めていただけると幸いです。そうすることで、一人から 10

人、10 人から 100 人と自主返納の方に広がっていくのでは、ひいては公

共交通を使おうという良い流れになっていけばと考えておりますので、

よろしくお願いします。  

 

（前田会長）  

 ありがとうございました。その他に、委員さん、よろしいでしょうか。 

 それでは、報告事項については、これで終了します。  

 

２  議事〔協議事項〕（１）清須市地域公共交通計画に係る取組状況の評

価（案）について（２）コミュニティバスのルート・ダイヤ改正に向

けた検討事項（案）について（３）令和４年度清須市生活交通確保維

持改善計画（案）について（４）コミュニティバスのバス停位置の変

更及び名称変更（案）について  

 

（前田会長）  

引き続き、「協議事項」に関する議事に移ります。  

まずは次第の順に（１）「清須市地域公共交通計画に係る取組状況の評

価（案）について」を議題とします。  

それでは、事務局から説明してください。  

 

（次森主任）  

【資料３を説明】  

 

（前田会長）  

それでは、この協議事項について、ご意見やご質問等がありましたら

挙手をお願いします。  

 

（多田委員）  

 名古屋タクシー協会の多田と申します。タクシーに関する情報発信と

いうことで、新たに、私どもタクシー協会が提供させていただいたタク

シーにおけるコロナ対策についてホームページに掲載していただいたと

いうご報告がありました。ありがとうございます。  

 名古屋タクシー協会では、名古屋交通圏１７市町村全てにチラシとノ

ベルティグッズをお配りさせていただいています。さらに、清須市さん

の場合は、３月 18 日に開催されました地域公共交通会議でもお配りさせ

ていただきました。こういう形で、行政のホームページにタクシーの情

報を載せていただいているのは、全部は調査しておりませんので、確定

したことは申し上げられませんが、おそらく清須市さんだけかなという

印象でございます。そういうことからすると、大変有り難いです。  
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 それから、今後の予定についてご報告させていただきたいと思います。

タクシーに関する情報発信ということで、タクシーの今のサービスのあ

り方は日進月歩で、新しいものがどんどん生まれております。代表的な

ものは、いわゆるアプリ配車でございます。どの会社がどういうサービ

スをやっているのかということについても、協会のホームページを通し

て発信できればと思います。  

 その中の一つとして、先ほど西枇杷島警察署から免許返納の話がござ

いましたが、名古屋市のタクシーのほとんどが高齢者のタクシー運賃１

割引ということを実施しております。こういった情報も掲載していけれ

ばと思います。おそらく、70 歳以上の方と免許証の自主返納の方はある

程度重なり合う方かなと思います。今年の夏以降にはホームページに掲

載できる見込みですので、全市町村さんに情報提供をしていければと考

えております。  

 

（山内委員（代理））  

 愛知運輸支局の鈴木です。資料３－２の②の下段、福祉有償運送制度

の継続実施についてです。制度自体は当然継続実施していただくのです

が、その中で、須ケ口にある福祉総合機構さんという団体がありまして、

実はそちらが入れ替わっています。福祉の部門でも、新型コロナウイル

スの影響は届いていて、皆さんも例えば介護施設がクラスターになった

とかいうニュースをご覧になることがあるかと思います。実は、そういっ

た施設を持ちながら兼業で運送をやられているケースが多くて、この状

況の中で、その運送自体撤退するという話がちらほらあります。  

制度的には、協議会に通すまでもなく廃止できてしまうので、先に支

局に廃止の届出をされて、協議会の事務局は後でそれを知るというよう

な状況が今、起こっています。さすがにそれでは持たないので、福祉の

部門にも、情報収集をするようお願いはしているところです。  

 ただ、先ほど申し上げた通り、須ケ口の機構さんでも入れ替わりがあ

りましたので、この資料においても、継続とは書いてあるものの、数的

には一緒ですが中身は入れ替わっているという点はご注意ください。  

 

（山田委員）  

 山田です。今の話の関連で、障害者の方の外出支援制度とか補助とか

色々あると思うんですけれども、実際、令和２年度はどれだけの方が利

用されていますか。そしてもう一つは、現在３法人で行われているとい

うことですが、障害者家庭にそういったことは連絡してあるんですか。  

 

（後藤企画部次長兼企画政策課長）  

 事務局の後藤です。まず、障害者の方へのそのような制度があるとい

うことの連絡は、高齢福祉課や社会福祉協議会等からしているという認

識を持っております。また、利用者については、把握しておりませんの

で、把握する方法がありましたら、後日お知らせしたいと思います。  

 

（加藤副会長）  

 今の福祉有償の件ですけど、私自身も国の法改正の審議会の中で、地
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域公共交通会議で扱った方がいいんじゃないかということを言っていま

す。11 月の改正でも、特に空白地有償については、清須はないと思いま

すが、田舎だと交通空白地についてはタクシーだとなかなか手が回らな

いので、地元のボランティアでタクシー的な輸送をやったらということ

がありまして、そういうことについては、別の協議会ではなくてこの地

域公共交通会議でやるのが基本として考えてくださいねと言っていま

す。  

 福祉有償も、どこまでがタクシーだとか公共交通の領域で、どこから

が福祉有償の領域なのかというのは、判然としないというか、そこまで

きちんと決まったものでもありませんし、誰でも急に病状が変わってし

まうかもしれないという状況もありますから、連続的に把握しなくては

いけないということは認識されてきています。  

 もちろんこれは、やっていないからいけないとかそういう話ではなく

て、少しずつ世の中や仕組みがそうなってきているという話の中でのこ

とですけど、今話を聞いていたら、清須もこの会議の中で検討してもい

いんじゃないかなと思いました。そんなに議題が増えるわけでもないで

すし、何しろこの計画にも書いてあることなので、それを把握するとい

うと、ここでやるのもありなのかなと少し思いました。  

 これはもちろん、市役所の中の仕組みがどうなのかということもあり

ますが、交通と福祉が密接であるというのは私も色々なところで講演を

して言ってきています。地域に落としてみたら、そこは境目がないとこ

ろなので、一緒にやるのもいいかなと私は思っていました。  

 それから、タクシーの件は、もちろんホームページもそうなんですけ

ど、今日配られている時刻表・全体ルート図の地図の中にタクシー乗り

場があるというのが、愛知県の中でも他にないんじゃないですかね。こ

れはずっと私が意識して、コミュニティバスに乗る人とタクシーに乗る

人は近いと言ってきています。行きは良い時間の便があるからコミュニ

ティバスで行くけど、帰りはタクシーで帰るという使い方が十分あり得

ます。そう人のことも意識して書いていただいています。  

 ただ、弱点としては、鬼頭さんが前回おっしゃったことですけど、タ

クシー乗り場が書いてあっても実際はそこにタクシーがいないとか、呼

び出しても来ないとかいうのが往々にしてあります。今、私自身も色ん

な業者さんと話をしていまして、それぞれタクシー乗り場にタクシーが

いるのかとか、何台いるのかとか、そこへ行っていなかったらすぐ呼び

出せるとかいうことが分かるアプリ的なものを作っていったらどうかと

いう相談はしています。  

一般的なタクシーアプリだと、駅前とかではなくて、任意で今いると

ころの近くにタクシーがいるだとかそういうのを見られるものが多いん

ですけど、お年寄りだとそういうのはあまりうまく使えないということ

もあります。要は、駅にタクシーがいるのかとか、このタクシー乗り場

は今も使われているものなのかがちゃんと分かるというのがむしろ大事

かなと思っています。もしそれがうまく進むようになったら、清須でも、

別に市がお金を出すような話ではないので、実験的にやれたらいいなと

思っていました。なので、今、この時刻表・全体ルート図を見て、やっ

ぱりこのようにタクシー乗り場が書いてありますので、やれることは
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やっているんだけど、もう少し技術革新的な面でも出来ることがあるか

なと思いました。  

あと、レンタサイクルについては、以前もここで話をしたかもしれま

せん。名古屋市内だと、シェアサイクルというのは主に三つの事業者が

ありまして、市内の色々なところに、何百メートルに一箇所という結構

密な単位でポートがあります。あるところで自転車を借りて２～３分漕

いでいくと、また別のポートがあって、そこに返却すると、分当たりで

お金がかかるというものです。つまり、どこかに自転車を放置している

とどんどんお金が落ちていってしまいますが、返せばそこで終わりなの

で、 10 円とか 20 円とかの単位で借りることができます。このやり方で

あれば、放置するとお金が落ちちゃうので、利用者は絶対にポートに戻

しますから、回転率が上がりますし、回転率が上がれば、どこのポート

でも自転車が必ずあるのでみんな使えます。色んな人に使っていただき

ながら収入を得るというやり方で、東京あたりだと一般的なのですが、

名古屋でも少しずつ、民間を中心としたやり方で広まりつつあります。  

そういう業者さんと話をする中で、名古屋でやるなら清須も誤差だか

ら、清須にもポートを置いてくれないかという話もしています。そうす

ると、例えば名古屋の西区あたりで自転車を借りて、10 分くらい走って

くれば清須に来れて、そこで自転車を置いていくというのも考えられま

す。もちろんこれは、電車とかバスとかタクシーとかの競合になり兼ね

ないのですが、あしがるバスを使う人はお年寄りが多いので、そこはあ

まり競合になりません。むしろ、若い方が電車やバスに乗って来て、近

い範囲での移動で自転車に乗るというような、補完的な効果もあります。

というのが、 10 年前はあまり名古屋でもやっていなかったんですけど、

今は一般化してきたので、それを機に清須も入れちゃったらいいんじゃ

ないかというのを画策しています。そうなれば、市としてやっている事

業も含めて、観光だったり何だったりと使えます。  

レンタサイクルというのは、通常は市外から来られる方がメインで、

清須に住んでいる人は自分で持っている自転車を使われると思います。

ただ、例えば家から自転車で駅へ行く場合、駅にずっと放置していたら

もったいないので、全部借りるという使い方も考えられます。例えば、

通勤でも通学でも、誰かが駅へ行って自転車を置いていくと、その後に

私が来て、私が枇杷島駅から自転車を借りて市役所へ来ると。そうした

ら市役所に置いていけるので、そんなにお金がかからなくて、その後さ

らに鈴木さんが市役所からその自転車を借りていくとか、そうやってど

んどん使う人が入れ替わっていくという仕組みにすれば、効率的じゃな

いかと思います。  

名古屋に行かれたら、そこかしこにポートがあるので、見ていただく

といいです。あれが清須にも入ってくると色々と動けるようになってい

いんじゃないか、これから数年のところでそういう仕組みとしてうまく

取り入れられたらいいんじゃないかということで、今とは全然違う流れ

になっていくのかなと思います。  

あと、イベントは、４つともコロナで開催出来ないということですけ

ど、インターネットを使ったものであるとか、感染防止に留意したやり

方というのもあります。このような事態がない前提でイベントの予定を
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立てていましたが、企画政策課としてはあまりやり方を変えなくてよく、

感染防止に配慮したものに少しアレンジして実施するということも考え

た方がいいような気がします。利用者の戻りを早くする意味で、やって

いった方がいいとも思います。といっても、ノウハウとかも必要ですの

で、また色々と議論して出来たらいいです。その場合は、うちの学生と

かも投入して出来るといいなとも思っていますので、またこれも相談さ

せていただきたいなと思います。ということで、色々やれることはある

し、臨機応変にこちらでも色々情報提供したりしてやっていきたいなと

思います。  

 

（前田会長）  

 ありがとうございました。  

他に委員さん、よろしいでしょうか。  

ご質問も無いようですので、ここでお諮りします。  

本件に関しまして、ご承認いただくということでよろしいでしょうか。 

 

〔異議なしの声〕  

 

ありがとうございます。  

それでは、これで協議事項の議題（１）を終わります。  

 

（前田会長）  

続きまして、協議事項（２）「コミュニティバスのルート・ダイヤ改正

に向けた検討事項（案）について」を議題とします。  

それでは、事務局から説明してください。  

 

（次森主任）  

【資料４を説明】  

 

（前田会長）  

それでは、この協議事項について、ご意見やご質問等がありましたら

挙手をお願いします。  

 

（後藤企画部次長兼企画政策課長）  

 事務局の後藤です。今の説明に少し補足をさせていただきます。  

 まず、今回のルート・ダイヤ改正は令和４年 10 月の実施を検討してお

りまして、グリーンルートの増車や乗合タクシーの導入について、事務

局案としてご提案させていただきました。ただ、思い違いをされるとい

けませんのでお話しておきますが、例えばグリーンルートの増車の話で

すと、案１と案２のどちらかを採用しなければいけないというものでは

ありません。というのは、今のグリーンルートを変える必要がないと皆

様が思われるのであれば、それもご意見として受け止めたいと思ってい

ます。  

ルート・ダイヤ改正というのは、基本的に、やらなければいけないこ

とではないものですから、現状のルートで問題ないとご判断いただける
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のであれば、それはそれとしてご意見をいただきたいと思います。ただ、

事務局としては、現在抱えている課題もあり、メリットデメリットも含

めてご提案させていただいた上で、皆様方のご意見をいただきたいとい

うことで今回の案を設けさせていただきました。その点については、ご

理解いただければと思います。  

乗合タクシーについても然りで、事務局としてはこういうものをやっ

てみたらどうかなということでご提案させていただいております。こち

らについても、もう少し説明が欲しいということであれば、大変恐縮で

すけれども、加藤先生からもお話をいただければと思いますので、よろ

しくお願いします。  

 

（山内委員（代理））  

 愛知運輸支局の鈴木です。まず一つ質問をさせていただきます。資料

４－１の１ページの 11 番、利用者ニーズ調査での定時通りにバスが来て

欲しいという意見についてです。今、バスロケがあると思うのですが、

定時に来て欲しいというよりも、バスがこの時間に来るよというのをお

知らせするのがバスロケです。そこで、今のバスロケの利用状況が分か

れば教えていただきたいです。  

 また、バスロケを入れる効果として、問い合わせ件数が減ったとか何

かしらあると思うのですが、そちらについても今分かればお聞きしたい

です。そもそもそういった使い方を知らない可能性もあるかと思います

ので、今後のオープンデータの話もありますけど、今のバスロケの利用

状況なんかが分かるといいなと思います。  

 それから、どう対応したらいいか分からないのが乗合タクシーです。

例えば、一宮市の i－バスミニなんかもそうですが、本当にバスに接続

するという形での導入は、県のあちこちでやっています。コミバスがど

うしても狭いところに入れないので、その補完としてバス停まで繋ぐと

いう形をとっている例は比較的多いです。  

 あと、完全にフリーで、市内の駅はどこでも行けるというパターンも

無きにしも非ずです。それは、コミバスであろうがなかろうがやってい

るところはあります。想定している使い方として、どこを目指している

のかなというのが、今回の資料だけだと分かりません。この絵に書いて

あるとおり、あしがるバスの停留所どこでも接続するよという話なのか、

ある程度拠点を絞って、接続できる場所はここですよとして、そこに繋

いでいくのか、そのあたりをどう作っていきたいかというところを教え

ていただきたいです。  

 

（次森主任）  

 はじめに、バスロケの利用状況についてですが、令和元年の 10 月にバ

スロケを導入しまして、携帯・スマホとパソコンで見れるようになって

います。アクセス件数としては、令和元年 10 月から令和３年５月までの

期間で、スマホだと 185,151 件、パソコンだと 7,406 件でした。これが

多いのか少ないのかは、比較対象がありませんので判断が難しいところ

ですが、携帯・スマホで見られている方の方が圧倒的に多い状況です。  

 また、使い方として、停留所ごとにバスの時刻が見れるページがある
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のですが、そのアクセス状況を見ると、例えばグリーンルートの東外町

ですとか、利用者数がそこまで多いわけではないバス停がアクセス数の

上位になっていたりしますので、おそらく頻繁にバスロケを使っていた

だいている方が一定数いらっしゃるのかなという印象です。  

 それから、乗合タクシーの導入イメージですが、事務局でイメージし

ているのは、あしがるバスのどこのバス停にも接続できるというもので

はなくて、拠点を絞って運行するというものです。乗合タクシーを使お

うとすると、タクシーが停車する場所も必要になりますので、例えば駅

ですとか公共施設ですとか、車両が止まりやすく、かつ、利用者の方と

しても利用しやすいような主要な場所に接続させるというのを想定して

います。  

 

（多田委員）  

名古屋タクシー協会の多田です。乗合タクシーの件について、その検

討自体はとても有り難いことなのですが、先ほどの愛知運輸支局さんの

お話に大いに関係する話ですが、最初から乗合タクシーありきの検討で

スタートされるのか、あるいは、どこの地域でどういう課題があって、

どういう方々の移動が問題でというところから考えていくのかが重要だ

と考えています。そこをしっかりしないと、目的も方法も全く違ったこ

とになってしまうのではないかという懸念があります。乗合タクシーは

万能ではございません。ニーズに従って、どういう目的で運行するのか、

そこをわきまえないといいものにはならないだろうという気がしていま

す。  

乗合タクシー自体は全国で色んな事例があります。清須市さんもご存

じかと思いますが、全国のタクシー事例をまとめたこちらの冊子があり

ます。これをそっくりそのまま猿真似をしていただいても、いいものに

はなりません。清須市の課題に合った乗合タクシーの導入をしていただ

くことが大切だと思います。  

一方、乗合タクシーでなくても、普通のタクシーでもいいんじゃない

かということも十分に考えられます。まずは、どこの地域にどういう課

題があって、それに対してどうしたらいいのかという部分がないと、な

かなか難しいんじゃないかと思います。  

その上で乗合タクシーを検討していくということであるならば、本日

この委員会の中にも、つばめ自動車さんがお見えになります。委員の方

はバスのご担当ということですが、つばめ自動車さんの本業はタクシー

事業者でございます。さらに、色んな自治体さんと一緒になって、いわ

ゆるオンデマンドのタクシーの運行ないしは実験に対して、大変積極的

に取り組んでいる会社さんでもありますので、ノウハウだとか経験、知

識は大変豊富でございます。どういうものが考えられるかをご相談いた

だくのは可能でございますけれども、一般のタクシーを使うということ

であれば、地元のタクシーとの擦り合わせについても、意見を確認する

等の方法で、十分に意見調整をしていただきたいと思いますので、ご検

討の方よろしくお願いします。  

 

（後藤企画部次長兼企画政策課長）  
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事務局の後藤です。今、多田委員から本当に有り難いお言葉をいただ

きました。実際には、乗合タクシーの対象として目星を付けているとこ

ろは頭の中に持っているんですけれども、それをどういうふうにやるか

というのは、これから考えていきたいところです。検討する方法として、

多田委員からいただいたご意見を十分に参考にさせていただきたいと思

います。  

それから、最初の鈴木委員からのお話で、バスロケの話なんですけれ

ども、こちらの普及には努めています。どのようなことをやっているか

と言いますと、開始当初から、バス停とバスの車内にＱＲコードを設置

して、スマホをお持ちの方であればそちらのＱＲコードから接続できる

ようになっています。もう一つは、清須市の公式ＬＩＮＥアカウントで、

トーク画面からバスロケーションシステムに繋がるようにしてありま

す。そういった普及活動は今後も続けていきたいなと思います。  

 また、問い合わせについては、バスロケーションシステムが入ってか

ら、電話での問い合わせはかなり減ったと認識しておりますので、一定

の効果はあったかなと思っています。  

 

（鬼頭委員）  

 オレンジルートの枇杷島駅に近いところで、宮前町南というバス停が

あります。このバス停に行くとき、市役所から枇杷島駅へ向かうバスは、

一本裏の道を通りますよね。あれは、何か特別な理由があるんですか。

あそこを真っ直ぐ行けばすごく時間短縮になると思います。  

資料の中で、市役所を経由しないで枇杷島駅へ行くという案がありま

したが、それよりもこちらのルートの方が時間がかかっているんじゃな

いかと思います。途中に倉庫か何かがあるので、そこに出入りする車な

んかがあって、うまく走れなくなっているんじゃないかと、利用者とし

てはずっと疑問に思っていました。もし何か理由があれば教えていただ

きたいです。  

 

（後藤企画部次長兼企画政策課長）  

 事務局の後藤です。基本的には、枇杷島駅の東口に繋ぎたいというの

がここを通っている理由だと認識しています。前回の平成 30 年 10 月の

ルート・ダイヤ改正では、ヨシヅヤと清須市役所で乗り換えられるとい

うのが一つの目玉となっておりました。あとは、できれば枇杷島駅の東

口に３ルートとも付けたかったというのがあるのですが、グリーンがど

うしてもできなかったものですから、結局、改正の売りとしては、清須

市役所とヨシヅヤで乗り換えができるということになりました。  

ですので、今のルートになった理由としては、東口に出るのにあそこ

を通るのが一番ベストだということだと認識していますが、特別な理由

と言われますと、ないと思います。ですので、今後、これをもう一度専

門部会で議論したいと思います。この時点では答えが出せませんので、

ご了承ください。  

 

（加藤副会長）  

 西行きと東行きで停留所の場所が違っていて、片方が迂回していると
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いうことですよね。あれは、停留所が置けなかったという理由だと思い

ます。どうしても停留所って、そこの家の人の了承だとか、安全面だと

かで、どこに置こうかと考えたときに課題が多いです。宮前町南の場合

は、別の道路を通さないと停留所が置けないという状況だったので、西

行きと東行きで異なる場所になって、片方が迂回するという結果になり

ました。  

 たまにこういった事例はありまして、その停留所を無くせばその問題

は解消されますが、片方しか置かないわけにはいきません。置ければ真っ

直ぐ行けるとか、もう少し遠いところだったら置けるかもしれないとか、

そういう話になります。清須は道路が狭いので、そういうところが多く

て、どうしても、本当はここに置きたいけど、やむを得ず別の場所に置

くとか、そもそも置けないとかいうことがあります。ただ、その結果だ

としても、その停留所の利用が少なかったら、少ないのに時間をくって

いるのはどうなのかという話もあります。  

 

（鬼頭委員）  

 鬼頭です。今の先生の話を聞きながら考えていましたが、経験的には、

あのバス停は西行き東行きとも利用を見たことがありません。  

 

（前田会長）  

 ありがとうございました。  

他に委員さん、よろしいでしょうか。  

それでは、他にご質問も無いようですので、ここでお諮りします。  

本件に関しまして、ご承認いただくということでよろしいでしょうか。 

 

〔異議なしの声〕  

 

ありがとうございます。  

それでは、これで協議事項の議題（２）を終わります。  

 

（前田会長）  

続きまして、協議事項（３）「令和４年度清須市生活交通確保維持改善

計画（案）について」を議題とします。  

それでは、事務局から説明してください。  

 

（次森主任）  

【資料５を説明】  

 

（前田会長）  

それでは、この協議事項について、ご意見やご質問等がありましたら

挙手をお願いします。  

 

（加藤副会長）  

 例年通り、国から補助金をもらうための計画ということで、作ってい

ただいてお金を貰っていただければと思います。１の目的・必要性と２
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の目標についてですが、昨年の法改正もありまして、地域公共交通計画

と連動していることが重要になっています。その計画がないと補助金を

もらえないということになりましたけど、清須は昔から計画があるので

何ら問題ありませんが、そのことがここに書いていません。つまり、目

的・必要性のところに、課題を抱えていますとありますが、そのことを

踏まえて、地域公共交通計画を策定していて、それに基づいてあしがる

バスを運行しますということを書く必要があります。目標も、地域公共

交通計画でそういう目標を立てているので、それに基づいてこうやりま

すというふうに書いてください。  

 今年度の場合は、他の自治体でも、目標は計画にはこう書いてありま

すが、コロナなので臨時的に下げているという場合もあります。そうい

う場合は、計画に関わらずコロナの影響を踏まえて下げていますという

ふうに書くのですが、清須はそういうのはないですね。なので、とにか

く計画に基づいてやっています、あるいは計画を意識してやっています

ということを、特に１ページ目は見るので、そこでアピールして欲しい

です。事前に見たのですが見落としていました。  

 

（前田会長）  

 ありがとうございました。  

他に委員さん、よろしいでしょうか。  

ご質問も無いようですので、ここでお諮りします。  

本件に関しまして、ご承認いただくということでよろしいでしょうか。 

 

〔異議なしの声〕  

 

ありがとうございます。  

それでは、これで協議事項の議題（３）を終わります。  

 

（前田会長）  

続きまして、協議事項（４）「コミュニティバスのバス停位置の変更及

び名称変更（案）について」を議題とします。  

それでは、事務局から説明してください。  

 

（次森主任）  

【資料６を説明】  

 

（前田会長）  

それでは、この協議事項について、ご意見やご質問等がありましたら

挙手をお願いします。  

 

（鬼頭委員）  

 鬼頭です。バス停の名称ですが、企業の名前を付けてしまっていいの

でしょうか。銀座線の三越駅みたいに、お金をどーんと出してくれて、

そこが全部賄って作ってくれたのならまたちょっと違うと思うけれど

も、公共交通機関の名前としてどうなのでしょうと思います。  
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（後藤企画部次長兼企画政策課長）  

 事務局の後藤です。過去にも、こういう分かりやすい名称として、例

えば綿半さんですとか、ピアゴさんですとか、バス停の名前に使わせて

いただいています。鬼頭委員のご指摘も最もだとは理解していますが、

できれば利用者の方々に分かりやすいバス停名を付けたいと思いますの

で、今回のようなバス停名とさせていただきたいです。  

 

（加藤副会長）  

 私は、積極的にそういう、利用者が行きそうな場所を停留所名にする

ということを考えていて、この仕事を始めた 20 年近く前からずっとその

ようにやっています。当時だと、市のバスなのにどうして企業の名前を

付けるのか、せめて広告料くらいとれという声がありましたけど、もち

ろん広告料がとれる場合もありますが、圧倒的に難しい状況です。その

広告料とか、建設費とか、もちろんそれは協力していただけることも多

いですし、停留所があれば宣伝にもなるので、是非やってくださいねと

いうことなんですが、広告料を支払っていただけなくても、利用してい

ただける方がいるのであれば、それだけでメリットがあるので、いいん

じゃないかなと思います。  

 それよりも、全然関係ない地名とかで表すと、そこに行きたいところ

があるということが分からないので、どっちがいいかと言ったら、この

場合は企業名とかで付けた方がいいなということです。  

 これはついでの話ですが、津島は、ヨシヅヤにバス停が置いてありま

すけど、ずっと給食調理場前という名称でした。公共施設として給食調

理場があるので、ヨシヅヤとかって付けるのはまずいということでやっ

ていたんですけど、当然、給食調理場に行く人はいません。すぐ北には

ヨシヅヤがあるので、僕は津島の委員ではないですが、津島の担当者と

話をしたら、給食調理場はまずいよと。ヨシヅヤに変えたら利用が３倍

になったということがありました。やはり、知っている人はそこで降り

るんだけど、ヨシヅヤという名前を付けた瞬間にそこにヨシヅヤがある

と分かるようになったので、それだけで利用が増えたということです。

あのくらい大きい施設だとそういう効果はあると思います。  

 本当はヨシヅヤさんが何か協賛していただければいいですが、これは

なかなか、それがないと付けられないとしちゃうと利用を増やすことに

支障があります。他の自治体ですと、ネーミングライツということで、

お金を貰ったら停留所の名前を変えるというのをやっているところがあ

ります。先日、伊勢市も導入してみたんですが、やはり特定のお店しか

やっていただけないんですね。あと、病院さんも、こっちの停留所はつ

いてるのにこっちはついてないのはどうなんだという話はすぐ出るの

で、ネーミングライツを入れると都合がいいというか、あそこはお金を

出して付けましたと言えます。ただ、それをやっても、特定の病院さん

はバス停が二つあれば二つ出してくれるけど、こっちは全く出さないと

なることがあります。なので、伊勢市の場合だと、総合病院は絶対付け

て、医院さんは付けないと。で、ネーミングライツをしてくれれば付け

るというルールにしています。  
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清須の場合はそうは考えていないですけど、ただ、停留所の広告はあ

りますよね。そっちで協力してもらえないかという話をするときに、も

う停留所に名前を付けているんでと言うと、営業はしやすいのかなと思

います。そういう駆け引きの中に入れてもいいかもしれないです。個人

的には、やはりお客さんにとって分かりやすく、ここに行けると分かっ

て利用していただくのが一番なので。  

あと、今思ったのですが、銀行がどんどん統合していますね。今回の

中京銀行の場合も、結局どこかの店舗内に入ってしまうということです

よね。そうすると、ＡＴＭにも行けなくなっていきます。実はこれは、

バスの意義が上がってきているということでもあります。  

また違う話になるのですが、バスについては独禁法が適用されまして、

バス会社同士で話し合って、お前のところはあっちやれよ、おれはこっ

ちやるよというのは独禁法違反になるんです。なんですけど、昨年の法

改正で、そういうケースは、この会議で承認されれば独禁法が適用され

ないことになりました。さらに、法改正で同時に独禁法が適用除外され

るようになったのが銀行です。銀行とバスを守るためには独禁法の除外

も可能であるということなので、銀行なんてたくさんお金を稼いでるだ

ろうと思ったら、バスと同じような状況になってきてしまっています。

銀行に比べたらバスはずっと小さい産業ですけど、きちんと地域の必要

なインフラとして守っていくことが重要だという中で、どうやってそう

いう施設に行っていただけるかを考えていくことが大切です。こういう

事例一つとっても、そう感じました。  

郵便局は、移転は近いところですか。  

 

（後藤企画部次長兼企画政策課長）  

 遠いです。川を挟んで反対側です。  

 

（加藤副会長）  

 そうですか。郵便局も、大きいところはいいですけど、小さいところ

はこれからどうなるか分かりません。やっぱりバスでそういうところに

行けるということで、施設自体を守っていくことも大切です。  

 

（前田会長）  

 ありがとうございました。  

他に委員さん、よろしいでしょうか。  

ご質問も無いようですので、ここでお諮りします。  

本件に関しまして、ご承認いただくということでよろしいでしょうか。 

 

〔異議なしの声〕  

 

ありがとうございます。  

それでは、これで協議事項の議題を終わります。  

 

３  その他  
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（前田会長）  

以上で、本日予定されておりました議事は全て終了いたしました。  

 慎重にご審議いただきありがとうございました。  

ここからは、次第の「３  その他」に移ります。  

事務局から報告事項はありますか。  

 

（次森主任）  

 何点かご連絡をさせていただきます。先ほど協議事項（２）でご説明

させていただきましたが、本日お配りしました意見シートは、要領に記

載の通り、６月 16 日（水）までにご提出をお願いします。  

 また、協議事項（３）の確保維持改善計画については、先ほど加藤先

生から１ページ目についてご指摘いただきましたので、修正の上、愛知

運輸支局に提出させていただきますのでよろしくお願いします。以上で

す。  

 

（前田会長）  

最後に、この他のことで、委員の皆様から何かございますか。  

 

（鬼頭委員）  

 鬼頭です。ワクチン接種のためのアクセスに、あしがるバスを使うこ

とができますよね。どの会場もバスが行っていますよね。ところが、接

種希望者がバスに集中すると、積み残しが発生して、予約時間に間に合

わなくなるというケースが出てくる可能性があります。今、どういう状

況か知りませんけど、可能だったら増発できないかなと思うのですが、

いかがでしょうか。  

ただ、このことをワクチン接種の担当者に話をしたら、それはうちの

所管ではないから関係ないと言われました。あと、今は高齢者の接種を

していますよね。で、高齢者はアクセスする方法がないので車で行くこ

とになりかねません。そうすると、事故の可能性が高まります。そのこ

とも含めて、まずいから、あしがるバスを使えますよということをもっ

とＰＲしたらどうかと担当者に言いました。そしたら、それも関係ない、

事故を起こすかどうかは自己責任の問題だと、全然相手にしてくれませ

んでした。もう少し連携がとれないかなと思います。  

 

（後藤企画部次長兼企画政策課長）  

 事務局の後藤です。ワクチン対策室が実際にそのように述べたかどう

かは分かりませんが、今行っている接種については、受付会場が４箇所

決まっています。そこに行く場合、西枇杷島地区の会場はみずとぴぁで

すので、そこにはバスは行きません。新川と清洲・春日はあしがるバス

が通っていますけど、とにかく、接種会場に直接行くわけではないもの

ですから、正直なところ、ワクチン用にあしがるバスを増発というのは

考えていません。西枇杷島の会場はバスで行くことができないというこ

とも含めて、難しいかなと思います。  

 

（多田委員）  
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 タクシー協会多田です。今、ワクチン接種の話がありましたけれども、

全自治体さんにお願いしているのですが、ご高齢の方やお身体の不自由

な方には是非タクシーを使っていただきたいです。これも、政府の臨時

交付金の中で対応できる話だと聞いておりますので、是非そういう施策

の実施についても検討をお願いします。  

 

（加藤副会長）  

 ワクチン絡みは本当にまちまちで、それぞれの自治体で動きがありま

す。バスを全部無料にして行ってもらえばいいというのをやっていると

ころもありますし、路線を変えたところもあるということで様々です。  

 といっても、なかなかうまくいかないというか、さっきの話じゃない

んですけど、結局同じ時間に集中して乗るのでバスが混んで密になった

り、待たなきゃいけないとか、色々なことが起こります。大変なことな

のですが、これは準備してやっているものではないので、やむを得ない

ところはあって、ただ、やれることはやらなくちゃいけないなというこ

とは思います。  

 清須市では何ができるかといったら、ワクチン接種のためにバスを使

うとしたらこういうことに注意して欲しいとか、その上で使っていただ

くとか、そのくらいは告知しておいてもいいかなと思いました。どうやっ

て行ったらいいかというのは必ず出てくる話なので。あと、タクシーに

ついては多田さんがおっしゃった通りで、全国的にタクシーの利用をお

願いしています。  

 それから別件ですが、来週の金曜日、18 日ですけど、夜にＮＨＫでナ

ビゲーションという番組がやっています。クローズアップ現代の金曜日

なんですが、そこで、公共交通が大変なことになっているという番組が

流れる予定で、私が生出演します。まだ打ち合わせはしていませんが、

今日の非常に厳しい話をします。皆さんに公共交通の現状を知っていた

だける場を作っていただきまして、ＮＨＫさんも非常に意識を持って番

組を作られています。色々なことを取り上げていただいているので、ご

興味があればご覧ください。  

 

（前田会長）  

では、以後の進行は、事務局へとお返ししたいと思います。  

よろしくお願いします。  

 

４  閉会  

 

（炭竈企画政策係長）  

  長時間にわたり、お疲れ様でした。  

それでは、これをもちまして、令和３年度  第１回清須市地域公共交

通会議を閉会いたします。  

本日はお忙しいところご出席いただき、ありがとうございました。  

 

問い合わせ先 企画部 企画政策課 

０５２－４００－２９１１ 内線３２５０ 
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